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今夏は暑さの厳しい日々が続く一方で，集中豪雨による被害が多発しましたが，
ようやく秋の気配が感じられるようになりました．今号には新潟市で開催された第
23 回日本言語聴覚学会(佐藤 厚会長)の事後抄録と 5 編の論文が掲載されていま
す．毎年，第 3 号は 9 月下旬にお届けしていますが，今学会では事後抄録の締切が
8 月 9 日であったため，数週間遅れてお届けすることになりました．

第 23 回日本言語聴覚学会は COVID-19 が再び蔓延し始めたことにより，現地と
ZOOM によるハイブリッド開催となりましたが，充実した内容で成功裏に終了し
ました．近年の学会は大部分が県士会による主催で，今学会でも地域独自の視点か
ら言語聴覚臨床の課題を掘り下げた興味深い企画が多くみられました．

今号に掲載された才藤栄一先生の総説「摂食嚥下練習と運動学習」(前学会の特別
講演)はわが国の摂食嚥下リハビリテーションを草創期から先導し，その発展に尽
くされた先生ならではの内容で，すべての読者の心に刻まれるものと思います．奥
山淳子氏の原著論文，田中誠也氏の調査報告および上岡清乃氏のレポート「現場最
前線」は言語聴覚士の資質，専門性や研究環境といった職能をテーマとしており，
興味深い内容です．また三島章裕氏の論文は，COVID-19 蔓延下の言語聴覚療法
に関する意欲的な取り組みの報告です．

本誌では，編集委員と査読員によって投稿論文の査読を行っていますが，今回，
7 名の編集委員の新旧交代および 16 名の査読員の追加を行いました．これによっ
て編集委員は 23 名，査読員は 40 名となり，総勢 63 名で投稿論文の査読を担当す
ることになりました．8 月 27 日には，編集委員と査読員を対象として査読説明会
を開催することになっていますので，この件については追って報告させていただき
ます．

(藤田郁代)
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